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研究要旨 
 国内全例登録データの解析を解析し，現時点でのエビデンスを集約した．疾患ごとの既
存の X 線治療とのエビデンスの比較が実施され，粒子線治療の有用性が一定程度明らか
となった． 

 
 
 
A. 研究目的 
 粒子線治療の適切な提供体制を検討するため，先
進医療として登録された国内全例登録データの解析
を解析し，現時点でのエビデンスを集約する．ま
た，都道府県を超えた連携体制の構築のための調査
研究を行う． 
 
B. 研究方法 
 2016年から先進医療Aとして実施している粒子線
治療（陽子線治療，重粒子線治療）の登録データを
解析するとともに，各疾患に対する放射線治療（X
線治療，粒子線治療）の文献を収集しシステマチッ
クレビューを行う．これらのデータから背景を合わ
せた比較を実施し粒子線治療の有用性を検討する．
肝胆膵腫瘍，消化管腫瘍，肺・縦隔腫瘍，泌尿器科
腫瘍，婦人科腫瘍，脳脊髄腫瘍，少数転移性腫瘍に
ついて解析を行った． 
（倫理面への配慮） 
症例登録に際しては，各施設の倫理員会の承諾を得
た． 
 
C. 研究結果 
 大型の肝細胞癌肝内胆管癌，局所進行膵癌，大腸
癌術後局所再発，早期肺癌，子宮頸部腺癌，少数転
移性肝癌について 
は，既存の放射線治療と比較して，有害事象を増加さ
せることなく，治療効果の優越性（生存期間の延長等）
が示された．食道癌，局所進行肺癌，縦隔腫瘍，脳腫
瘍については，既存の放射線治療と比較して，治療効
果を同等以上に保ちつつ有害事象の低減が認められ
た．また，間質性肺炎合併肺癌，大型の腎癌，婦人科
領域の悪性黒色腫については，既存の放射線治療で
は根治的治療が不可能であるが，粒子線治療により
根治的治療が可能となることが示された 
 
D. 考察 
 登録開始期間から3年生存率での比較となった
が，2年後には5年生存率での比較を検討することと
している． 
 
E. 結論 
 今回の解析により，既存のX線治療とのエビデンス
の比較が実施され，疾患ごとに粒子線治療の有用性
が一定程度明らかとなった． 
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